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　カードを数値の順番に並べ，２分して片方の
グループを提示し，その中に引いたカードが含
まれるかを問う。「Yes, No」を１度答えても
らうと１ビットの情報量になる。例えば，最初
に１から１６までのカードを提示して「Yes, 
No」を１度答えてもらえば，候補は３２枚の
カードの１／２に絞られることになる。
≪解答≫
　引いたカードが１２であったとする。以下の
ように，５回「YesあるいはNo」の答えを得
れば正答する。従って，情報量は５ビットであ
る。
質問１：「１～１６を提示」　 　Yes
　　　　３２枚の候補の１／２に絞られた
１ビット
質問２：「１～８を提示」　 　No
　　　　１６枚の候補の１／２に絞られた
１ビット
質問３：「９～１２を提示」　 　Yes
　　　　８枚の候補の１／２に絞られた」
１ビット
質問４：「９と１０を提示」　 　No
　　　　４枚の候補の１／２に絞られた
１ビット
質問５：「１１を提示」　 　No
　　　　２枚の候補の１／２に絞られ「１２」
が確定 １ビット
≪考察≫
　３２枚から１枚を取り出す確率は１／３２で
ある。この場合，１／２の確率の回答を５回得
られれば，カードを特定することができる。
　つまり５ビットの情報量があれば解答が得ら
れることになる。
この単元のポイント
　・１ビットで表現できる情報の数は２通り
  ２１
　・１バイトで表現できる情報の数は２５６通
り ２８
　・ｎビットで表現できる情報の数は２ｎ通り
　以上のことをポイントとして生徒に理解させ
る。
(2)数値・文字の表現
　この単元では，①数値のディジタル化と②文
字のディジタル化について考えさせ説明し，理
解を深めさせる。
①　数値のディジタル化は，主に基数変換を重
点に説明するが余り深入りせず，しかも時
間を費やさないようにする。次のような内
容に留めておく。
・２進数を１０進数に変換
・１０進数を２進数に変換
・２進数を１６進数に変換
・１６進数を２進数に変換
　基数の変換で注意することは，特に生徒は
２０がいくつなのかが理解できていない生徒が
多い。２０は０と思い込んでいるので，ここで
は２０は１であることを乱暴ではあるがそのま
ま覚えさせることがよいと思われる。
　一通り説明が終わったならば次の確認問題を
やらせる。
【確認問題】
　次の数値を指定された形式で表現しなさい。
(1)（11100101）２　→　１０進数
(2)（11100101）２　→　１６進数
(3)（５Ｅ）16　　　→　　２進数
(4)（100）10　　　 →　　２進数
(5)（48）10　　　　→　１６進数
(6)（ＤＥ）16　　　→　１０進数
②文字のディジタル化
　文字や記号も０と１の組み合わせで表現する
ことができる。文字や記号を，２進数でどのよ
うに表現するかを理解させる。文字コードの説
明には，文字コードを利用すると分かりやす
い。文字コードの種類は，ＪＩＳコード・シフ
トＪＩＳコード・ＥＵＣ・Unicode・ＵＴＦ－
８をあげ，その特徴を説明する。
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　一通り説明が終わったならば次の確認問題を
やらせる。
【確認問題】
(1) 文字コード表を参考にして，自分の名前
(ローマ字の大文字)を１６進数で表現して
みよう。
(2) 日本語文字の１文字を２バイトで表すとす
る。１ページが４０字×４０字の時，記録
できる文字データのサイズは，最大で何キ
ロバイトになるか。ただし，半角文字はな
いものとする。
　授業の形態は，できるだけ生徒との双方向的
なものにし，一方的な説明のみで終わらせない
ことと生徒の興味・関心を抱かせるような授業
展開をするとよい。
　紙面の都合，以上にするが残っている単元(3)
音声の表現，(4)画像の表現，(5)情報のデータ
量については，次回に説明することを考えてい
る。
以上
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